
第3回 かかりつけ医機能が発揮される制度の施行に関する分科会
日時：令和6年1月24日 13:20～

公益社団法人 全日本病院協会

副会長 織田正道

かかりつけ医機能

・全日本病院協会が考える「かかりつけ医機能」について
・全日本病院協会総合医育成事業について
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全日病ニュース2023年1月1日号
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全日本病院協会総合医育成プログラムより「総合診療医とは」筑波⼤学附属病院総合診療科 前野哲博 一部修正

かかりつけ医機能支援病院（役割と連携）

かかりつけ医

総合診療医

かかりつけ医 高度急性期・医療機関

中小病院(急性期・回復期）

かかりつけ医機能
支援病院

在宅医療において積極的役割を担う医療機関
⇒（機能強化型）在宅療養支援病院と同列

地域包括ケアシステム

地域包括ケアシステム

4



かかりつけ医機能支援病院で期待される地域医療の窓口機能

全日本病院協会総合医育成プログラムより「総合診療医とは」筑波⼤学附属病院総合診療科 前野哲博

地域包括ケアサポートセンター

在宅医療に必要な多職種協働や連携を担う

地域包括ケアシステム

地域包括ケアシステム
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在宅療養者とその家族が安心して療養生活を送るためには、かかりつけ医（在宅医療）と病院・有床

診療所（入院医療）の連携や在宅医療チームと入院医療チームの協働が極めて重要であり、このこと

なくしては、「地域包括ケアシステム」は機能しない。傷病の急性増悪も含めた高齢者の急性期医療は

従来型の生産年齢層を対象とした急性期医療と異なり、傷病の治療・安定化のみに治療目標を定める

のではなく、全体の病態や患者の生活などを総合的に考慮した治療目標を設定して対処することが必

要となり、対応可能な病院総合医の育成が求められる。

高齢者は、急性増悪も含めた急性期においては可能な限り素早く入院し、できる限り早く生活の場に

退院することが高齢者の介護重度化予防と生活機能低下防止にとって重要である。これを実現するた

めには、かかりつけ医機能の充実とともに、在宅療養高齢者の受け皿としての入院機能を有するかか

りつけ医機能支援病院・病棟の創設と入院医療・在宅医療・介護の多職種チームが連携して機能を有

する円滑な入退院システムの構築を早急に実現する必要がある。

医療提供体制のあり方～地域包括ケアシステム構築に向けて～四病院団体協議会追加提言 2013年11月18日
一部修正（地域医療・介護支援病院 ⇒ かかりつけ医機能支援病院）

かかりつけ医機能支援病院
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○18-24年度研修者315名
（共催の日本プライマリ・ケア
連合学会より137名）

93名

（2023年1月現在）

〇受講者プロフィール

所属科：内科、外科を中心
に脳神経外科、整形外科、
救急科等
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総合医育成プログラムで養成する医師のイメージ

外来

救急

病棟

在宅

ノン
テクニカル
スキル

外来

救急

病棟

在宅

ノン
テクニカル
スキル

⚫経験豊富で、自分の専門領域に関しては高い能力を持っている
⚫診療領域の中で、総合的な診療を提供する基本的な診療能力
（例：当直での初期対応など）に足りない部分がある

⚫在宅ケアや地域連携等の知識や理解が足りない部分がある
⚫組織人としてチームを作り、人を育て、リーダーシップを発揮
して、効果的にタスクをマネジメントするスキル（ノンテクニ
カルスキル）は経験的に体得しているが、体系化された教育を
受けていない。

⚫経験豊富で、自分の専門領域に関しては高い能力を持っている
⚫診療領域の中で、総合的な診療を提供する基本的な診療能力
（例：当直での初期対応など）を広い範囲で身につける

⚫在宅ケアや地域連携等の知識や理解が十分ある
⚫組織人としてチームを作り、人を育て、リーダーシップを発揮
して、効果的にタスクをマネジメントするスキル（ノンテクニ
カルスキル）は経験的に体得しているに加えて、体系的なスキ
ルを身につけている

https://www.ajha.or.jp/hms/sougoui/overview.html
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①がん患者の看取り
②がん患者ｵﾋﾟｵｲﾄﾞの管理
③脳卒中患者のｹｱﾌﾟﾗﾝ調整
④脳卒中患者のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの指示や処方
⑤心血管疾患患者に対する抗凝固薬の管理
⑥糖尿病患者のｲﾝｽﾘﾝ管理
⑦ CKD stageを意識した糖尿病性腎症患者の

管理
⑧軽症うつ病の管理
⑨認知症の診断と治療
⑩認知症周辺症状のｺﾝﾄﾛｰﾙ
⑪ｱﾙｺｰﾙ使用障害の発見と管理
⑫創傷に対する縫合
⑬小児喘息発作の初期対応
⑭心肺停止患者の救急対応
⑮在宅患者の急性感染症の管理
⑯急性腰椎症の診断と治療
⑰湿疹や皮膚炎の外用剤使用
⑱家族計画の相談
⑲妊婦健診
⑳産褥期のｹｱ
㉑乳幼児健診
㉒小児患者の予防

接種
㉓小児の点滴
㉔膝関節穿刺
㉕骨折初期対応

1 実施できない
2 実施していない
(専門医と連携できれば
実施可)

3 実施していない
(状況が許せば実施可)

4 機会があれば実施
5日常的に実施
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内科(経験43年)
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在宅医療科(経験15年)
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総合内科(経験11年)
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消化器内科(経験30年)
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消化器内科(経験26年)
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麻酔科(経験30年)
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内科(経験23年)
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内科(経験27年)

0
1
2
3
4
5

①
②

③
④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫⑬⑭⑮
⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒
㉓

㉔
㉕

内科(経験32年)
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外科(経験25年)
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脳神経外科(経験9年)

■参加時 ■修了時
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整形外科(経験25年)

診療領域の拡がり修了者・アンケート結果から

以上の項目をレーダーチャート
11


